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№
１
０
６
３
（
二

〇
一

〇
年

一
月

一
日

号
）
か
ら

№
１
０
８
６
（
二

〇
一

〇
年

一
二

月
一

五
日

）
ま
で

№
１

０
６

３
（

二
〇

一
〇

年
一

月
一

日
）

◇
巻
頭
言
◇

資
本
主
義
と
社
会
主
義

原
野
人

旧
向
坂
邸
「
解
体
工
事
」
始
ま
る

編
集
部

―
〇
九
年
十
二
月
七
日
か
ら
一
〇
年
一
月
三
一
日
―

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
闘
い
」

福
田

政
一

―
お
き
た
ま
ユ
ニ
オ
ン
「
学
校
給
食
分
会
」
解
雇
撤
回
の
闘
い
か
ら
―

国
鉄
闘
争
の
現
状
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

川
端

一
男

民
主
党
政
権
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か

ス
ク
ラ
ム
ユ
ニ
オ
ン
・
広
島

三
池
闘
争
五
十
年
、
向
坂
逸
郎
没
二
十
五
年
の
二
〇
一
〇
年

稲
村

守

―
今
こ
そ
存
在
感
あ
る
労
働
運
動
の
創
造
と
社
会
主
義
の
魂
の
復
活
を
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
６

４
（

二
〇

一
〇

年
一

月
一

五
日

）

◇
巻
頭
言
◇

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
十
五
年

―
私
の
活
動
―

小
林

る
み
子

三
つ
の
活
動
を
考
え
実
践
し
て
い
ま
す

―
Ａ
君
か
ら
の
手
紙
―

「
こ
の
道
、
一
筋
」
や
り
が
い
の
あ
る
時
代

松
枝

佳
宏

読
書
と
は
「
考
え
る
」
こ
と

稲
村

守

資
本
主
義
を
暴
露
す
る

―
「
恐
慌
」
下
の
労
働
運
動
に
つ
い
て
―

丸
江

麗

教
育
公
務
員
の
人
生
、
仕
事
の
名
誉
回
復
を

増
田

都
子

―
「
分
限
免
職
」
取
り
消
し
裁
判
の
「
陳
述
書
」
か
ら
―

二
〇
一
〇
年
予
算

鳩
山
政
権
第
二
幕
へ

滝
野

忠

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
６

５
（

二
〇

一
〇

年
二

月
一

日
）

◇
巻
頭
言
◇

再
び
「
政
治
と
カ
ネ
」
問
題
浮
上

滝
野

忠

民
主
党
と
労
働
組
合

―
蜜
月
（
ハ
ネ
ム
ー
ン
）
の
背
後
で
―

◇
投
稿
◇
ひ
ど
い
職
場
が
つ
く
ら
れ
た

ね
ん
き
ん
機
構
労
組
組
合
員

―
「
意
識
づ
く
り
、
点
検
活
動
め
ざ
す
」

年
金
機
構
移
行
で
―

労
働
戦
線
再
編
か
ら
二
〇
年

―
今
、
労
働
運
動
は
（
上
）
―

編
集
部

キ
シ
ミ
増
大
、
民
主
党
の
ゆ
く
え

伊
勢

太
郎

向
坂
逸
郎
記
念
国
際
交
流
館

―
工
事
始
ま
る

九
月
完
成
―

編
集
部

「
日

米
同

盟
の
あ
り

方
」
で
民
主
を

挑
発

―
二
〇
一
〇
年

元
旦

各
紙
「
社

説
」
か
ら
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

「
Ｊ

Ｒ
不

採
用
問
題
解

決
へ

！
２
・

中
央
集
会
」

16

日
時

二
〇
一
〇
年
二
月
十

六
日
（

火
）

午
後

六
時
三
十
分

～

場
所

日
比

谷
野

外
音

楽
堂
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№
１

０
６

６
（

二
〇

一
〇

年
二

月
一

五
日

）

◇
巻
頭
言
◇

国
労
闘
争
団
・
中
野
さ
ん
の
意
気
に
感
じ
て

山
下

け
い
き

政
府
・
国
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル
五
四
日
間
連
続
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

鳩
山
首
相
と
オ
バ
マ
大
統
領

経
団
連
、
全
労
連
、
全
労
協

―
今
、
日
本
の
労
働
運
動
は
（
下
）
―

◇
資
料
と
解
説
◇
『

年
版

経
労
委
報
告
』
に
つ
い
て

10

◇
資
料
◇
正
規
、
非
正
規
社
員
の
壁
を
崩
す
電
機
連
合
（
日
本
経
済
新
聞
」
〇
九
・
七
・
一
二
）

「

辺
野
古
新
基
地
に
反
対

東
京
で
全
国
集
会

六
千
人
が
決
議
採
択

国
民
の
交
通
権
を
守
り
、
輸
送
の
安
全
を
守
る
要
員
の
確
保
を

―
Ｊ
Ａ
Ｌ
破
た
ん
航
空
労
組
連
絡
会
（
声
明
）
―

景
気
好
転
に
確
信
が
持
て
ず
、
短
期
雇
用
が
蔓
延

―
米
国
で
も
不
安
定
雇
用
労
働
者
拡
大
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
６

７
（

二
〇

一
〇

年
三

月
一

日
）

◇
巻
頭
言
◇

ブ
レ
ー
キ
の
機
能

佐
賀

章
男

民
主
主
義
と
ほ
ど
遠
い
日
本

西
村

昭

―
と
く
に
ひ
ど
い
人
権
侵
害
―

労
組
組
織
率
三
四
年
ぶ
り
に
上
昇

―
ア
メ
リ
カ
は
マ
イ
ナ
ス
に
―

一
日
も
は
や
い

夢
あ
る
解
決

杉
山

智
子

―
２
・

集
会
で
の
家
族
の
訴
え
―

16

い
ま
こ
そ
解
決
を
！

―
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

解
決
へ
！
２
・

集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」
―

16

解
決
が
見
え
て
き
た

―
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
で
の
最
近
の
動
き
―

譲
れ
な
い
原
則

伝
え
続
け
た
い

―
国
鉄
闘
争
に
思
う
―

普
天
間
飛
行
場
の
閉
鎖
･
全
面
返
還
を
求
め
る

―
米
海
兵
隊
の
長
崎
県
内
へ
の
移
駐
･
移
転
を
許
さ
な
い
共
同
声
明
―

原
発
に
膨
大
な
国
家
資
金

杉
森

ひ
ろ
ゆ
き

―
東
海
村
を
視
察
―

大
地
震
と
ハ
イ
チ

編
集
部

も
う
一
歩
前
に
進
ん
で
行
動

西
本

章

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１

０
６

８
（

二
〇

一
〇

年
三

月
一

五
日

）

◇
巻
頭
言
◇
政
府
与
党
と
公
明
党
が
「
た
た
き
台
」

滝
野

忠

―
一
〇
四
七
人
問
題
に
和
解
案
―

『
脳
梗
塞
』
労
災
認
定
闘
争

成
田

勇
三

―
非
正
規
パ
ー
ト
社
員
月
間
労
働
時
間
三
五
〇
時
間
！
―

分
限
免
職
処
分
者
は
五
二
五
人

―
一
〇
四
七
人
問
題
「
解
決
」
目
前
に
―

「
雇
用
も
賃
上
げ
も
」
全
力
で
闘
お
う

全
労
協

―
派
遣
、
非
正
規
、
外
国
人
労
働
者
と
連
帯
し
―

新
社
会
党
の
参
院
選
方
針

「
国
鉄
反
マ
ル
生
闘
争
勝
利
」
四
十
年

―
私
た
ち
は
か
く
た
た
か
う
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

№
１

０
６

９
（

二
〇

一
〇

年
四

月
一

日
）

◇
巻
頭
言
◇

欠
陥
だ
ら
け
の
派
遣
法
改
正
案

杉
森

弘
之

元
凶
を
つ
き
と
め
退
治
す
る

花
井

吉
宅

―
「
知
・
義
・
技
」
危
険
思
想
と
は
―

春
闘
を
か
く
た
た
か
う

―
現
代
情
勢
の
な
か
で
―

非
正
雇
用
労
働
者
の
正
社
員
化
と
均
等
待
遇
を
求
め
る

―
日
本
郵
政
は
日
本
一
の
非
正
規
雇
用
企
業
―

欠
け
る
権
利
、
働
く
者
の
つ
な
が
り

神
戸
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン

―
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
養
成
講
座
―

国
鉄
闘
争
、
石
川
議
員
、
北
教
組

松
里

福
慈

―
北
海
道
の
動
き
か
ら
―

消
費
税
増
税
い
よ
い
よ
浮
上

小
林

晃

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

№
１

０
７

０
（

二
〇

一
〇

年
四

月
一

五
日

）

◇
巻
頭
言
◇

春
闘

ス
ト
ラ
イ
キ
宣
言

10

郵
政
産
業
労
働
組
合
中
央
闘
争
委
員
会

郵
政
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
中
央
闘
争
委
員
会

日
米
軍
事
同
盟
は
不
要

講
談
師
神
田
香
織
の
講
演
！
「
哀
し
み
の
母
子
像
」

「
日
本
郵
便
非
正
規
ユ
ニ
オ
ン
」
の
結
成
と
こ
れ
ま
で
の
闘
い

生
産
性
三
原
則
に
未
来
は
な
い

―
十
年
春
闘
の
結
果
か
ら
―

御
手
洗
会
長
は
金
儲
け
だ
け
の
人
だ
っ
た

―
日
本
経
団
連
、
政
策
評
価
廃
止
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り
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№
１

０
７

１
（

二
〇

一
〇

年
五

月
一

日
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
運
動
は
よ
み
が
え
る

―
メ
ー
デ
ー
と
現
代
労
働
情
勢

滝
野

忠

「
八
月
政
変
」
と
現
代
世
界

編
集
部

国
鉄
闘
争

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
が
決
着
へ

―
四
者
・
四
団
体
が
解
決
案
に
見
解
発
表
―

闘
い
の
歴
史
に
学
ぶ

清
水

豊

―
「
国
労
」
運
動
は
何
を
未
来
に
残
す
か
―

見
え
な
い
郵
政
労
働
運
動

川
越

後
巳

―
労
働
者
が
労
働
組
合
に
出
会
っ
て
い
る
の
か
―

と
け
て
流
れ
る
日
本
政
治

伊
勢

太
郎

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

№
１

０
７

２
（

二
〇

一
〇

年
五

月
一

五
日

）

◇
巻
頭
言
◇
現
代
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

滝
野

忠

鳩
山
首
相
は
即
辞
任

「
生
き
る
た
め
に
組
織
せ
よ
」
―
兵
庫
・
東
京
の
仲
間
の
た
た
か
い
か
ら
―

編
集
部

志
な
い
新
党
結
成

改
憲
ム
ー
ド
は
後
退

―
憲
法
記
念
日
の
社
説
か
ら
―

｢
マ
ル
ク
ス
の
将
軍
―
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
･
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
革
命
的
生
涯
』

―
誌
書
評
よ
り
(
二
〇
〇
九
年
八
月
一
五
日
)
―

T
he

E
conom

ist

「
解
決
案
」
を
批
准

―
国
労
臨
時
大
会
―

抑
止
力
も
軍
事
的
合
理
性
も
な
い
沖
縄
・
米
軍
海
兵
隊

稲
村

守

―
沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
屋
良
編
集
兼
論
説
委
員
が
京
都
で
訴
え
―

[
み
ん
な
の
話
題
に
]
地
球
温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
虚
構

永
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
は
認
め
る
べ
き
だ

山
下

け
い
き

―
山
下
け
い
き
の
議
会
討
論
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

№
１

０
７

３
（

二
〇

一
〇

年
六

月
一

日
）

◇
巻
頭
言
◇
人
・
鶴
巻
当
選
し
議
席
回
復

―
新
潟
・
三
条
市
市
議
選

相
田

邦
夫

普
天
間
基
地
は
い
ら
な
い
！

若
葉
の
季
節
に
、
元
気
の
出
る
企
画
！

―
国
労
三
支
部
交
流
会
―

普
天
間
「
解
決
」
の
道

花
井

吉
宅

―
「
憲
法
を
生
か
す
会
」
水
戸
で
の
講
演
か
ら

―

行
き
す
ぎ
た
市
場
原
理
―
刑
務
所
が
労
働
市
場
に

―
『
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
Ⅱ
』
か
ら
―

雇
用
解
決
ま
で
手
ゆ
る
め
な
い

―
千
葉
県
「
国
鉄
ま
つ
り
」
報
告
―

歳
入
減
で
、
教
師
の
首
切
り
を
迫
ら
れ
る
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス

―
危
機
に
瀕
す
る
ア
メ
リ
カ
教
育
制
度
―

年
金
機
構
の
労
務
管
理
は
〝
違
法
〟

―
日
本
年
金
機
構
の
問
題
点
―

若
者
の
失
業
率
は
な
ぜ
高
い

滝
野

忠

―
八
時
間
労
働
制
か
ら
四
時
間
労
働
制
へ
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１

０
７

４
（

二
〇

一
〇

年
六

月
一

五
日

）

◇
巻
頭
言
◇
日
本
語
で
語
れ

滝
野

忠

一
〇
四
七
名
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
解
決
未
だ
半
ば

小
林

春
彦

再
均
衡
の
と
き

「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
米
国
経
済
特
集

―
ア
メ
リ
カ
経
済
の
現
状
（
上
）
―

え
え
ぇ
～
っ
！
労
働
福
祉
会
館
・
労
働
セ
ン
タ
ー
が
な
く
な
る
？

武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン

―
尼
崎
市
施
策
評
価
委
員
会
が
廃
止
を
提
言
―

「
小
鳩
」
辞
任
報
道
の
中
で

―
連
合
中
央
委
員
会
か
ら
―

◇
世
界
情
勢
へ
の
視
点
（
一
）
◇

編
集
部

国
際
通
貨
危
機
と
ギ
リ
シ
ャ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
７

５
（

二
〇

一
〇

年
七

月
一

日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
」
解
決

国
労
名
寄
闘
争
団

永
年
の
支
援
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

空
者
（
う
つ
け
も
の
）
辞
任
と
菅
内
閣

滝
野

忠

資
本
主
義
的
合
理
化
反
対
と
国
労

編
集
部

―
国
労
反
合
理
化
研
究
会
か
ら
―

ア
メ
リ
カ
製
造
業
の
復
活
は
あ
る
か

「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
誌

―
再
均
衡
の
と
き
（
下
）
―

テ
ニ
ア
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
だ
！

稲
村

守

正
社
員
へ
の
道

―
郵
政
職
場
と
格
差
の
実
態
―

中
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生

土
屋

信
三

―
Ｕ
工
場
の
実
習
生
た
ち
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
７

６
（

二
〇

一
〇

年
七

月
一

五
日

）

◇
巻
頭
言
◇
「
第
三
の
道
」
批
判

小
林

晃

―
菅
政
権
の
欺
瞞
性
―

六
月
二
八
日

政
治
和
解
確
定

紋
別
闘
争
団

―
雇
用
の
問
題
本
格
化
へ
―

未
来
志
向
の
国
労
運
動
を
考
え
る

沖
縄
(
ウ
チ
ナ
ー
)
問
わ
れ
て
い
る
の
は
私
た
ち

毛
利

孝
雄

―
沖
縄
平
和
行
進
・
普
天
間
基
地
包
囲
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
に
参
加
し
て
―

尼
崎
市
立
労
働
福
祉
会
館
並
び
に
労
働
セ
ン
タ
ー
の
存
続
を

武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン

フ
ィ
デ
ル
の
考
察
「
帝
国
と
ウ
ソ
」
―
鳩
山
内
閣
倒
壊
の
陰
謀

富
山

栄
子
訳

―
韓
国
哨
戒
艦
「
沈
没
事
件
」
に
つ
い
て
―

階
級
意
識
の
再
生
こ
そ

花
井

吉
宅

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１

０
７

７
（

二
〇

一
〇

年
八

月
一

日
）

◇
巻
頭
言
◇

Ｊ
Ｒ
復
帰
の
思
い

若
い
闘
争
団
員
に
託
す

藤
保

美
年
子

全
面
解
決
ま
で
あ
と
一
歩

参
院
選
後

政
治
は
ど
う
な
る

滝
野

忠

大
美
堂
労
働
組
合
解
散
会
を
行
う

奥
田

雅
雄

―
各
労
働
組
合
そ
し
て
大
美
堂
労
働
組
合
員
の
皆
様
へ
―

印
刷
労
働
現
場
の
長
時
間
労
働
と
労
災
死
亡
事
故

民
主
党
〝
分
解
〟
の
可
能
性

―
参
院
選

各
党
の
動
向
―

教
師
に
な
れ
な
い

―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

二
〇
一
〇
年
五
月
一
九
日
付
電
子
版
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
７

８
（

二
〇

一
〇

年
八

月
一

五
日

）

◇
巻
頭
言
◇

焦
点
は
労
働
者
意
識

滝
野

忠

―
参
院
選
挙
総
括
へ
の
視
点
―

臨
時
国
会

開
会

―
日
本
の
政
治
は
ど
こ
へ
い
く
―

◇
資
料
◇

参
院
選
原
選
挙
（
新
社
会
党
兵
庫
」
七
月
二
七
日
）

「

厳
し
い
結
果
か
ら
目
を
背
け
ず
課
題
を
明
確
に

競
争
、
競
争
、
競
争
に
勝
つ

―
日
本
経
団
連
総
会
か
ら
―

電
電
公
社
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
国
鉄
闘
争

―
初
心
を
忘
れ
な
い
―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
す
む
「
か
れ
ん
誅
求
」

―
菅
「
消
費
税
増
税
」
も
こ
の
一
環
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
７

９
（

二
〇

一
〇

年
九

月
一

日
）

◇
巻
頭
言
◇

雇
用
・
失
業
問
題
へ
の
基
本
視
点

滝
野

忠

恐
慌
へ

ク
ル
ー
グ
マ
ン

市
長
は
謝
罪
と
反
省
を

開
港
四
年
「
神
戸
空
港
」

―
関
西
三
空
港
問
題
で
質
疑
（
神
戸
市
議

あ
わ
は
ら
富
夫
）
―

「
社
会
的
労
働
運
動
」
強
調
の
背
後
で

―
労
働
組
合
大
会
の
諸
特
徴
(
一
)
―

「
ゆ
う
パ
ッ
ク
維
新
」
顛
末
記

階
級
意
識
の
覚
醒

―
「
通
信
」
第
一
〇
七
四
号
を
読
む
―

自
民
党
に
｢
日
本
の
伝
統
と
文
化
｣
口
に
す
る
資
格
な
し

山
下

け
い
き

研
修

生
時

代
の

残
業

代
を

支
払

え
！

ス
ク

ラ
ム

ユ
ニ

オ
ン

広
島

―
中
国
か
ら
の

実
習

生
が

提
訴
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１

０
８

０
（

二
〇

一
〇

年
九

月
一

五
日

）

◇
巻
頭
言
◇

ふ
え
続
け
る
失
業
、
不
安
定
雇
用

雇
用
・
失
業
問
題
へ
の
基
本
視
点
（
二
）

滝
野

忠

膨
れ
上
が
る
利
益
と
細
る
雇
用

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
論
壇

―
も
は
や
企
業
の
利
益
増
大
は
雇
用
増
に
は
つ
な
が
ら
な
い
―

安
心
し
て
子
ど
も
が
産
み
た
い

―
非
常
勤
講
師
の
実
態
と
教
育
職
場
―

仕
事
の
く
び
き
か
ら
解
放
さ
れ
て

美
佐
田

和
之

―
学
校
の
常
識
は
社
会
の
非
常
識
―

権
力
抗
争
は
じ
ま
っ
た
民
主
党

編
集
部

古
典
は
お
も
し
ろ
い

私
の
読
書

や
っ
ぱ
り
企
業
主
義
へ
の
埋
没
だ

―
「
社
会
的
労
働
運
動
」
強
調
の
背
後
で
（
二
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
８

１
（

二
〇

一
〇

年
一

〇
月

一
日

）

◇
巻
頭
言
◇

政
治
反
動
は
国
鉄
「
分
割
民
営
化
」
と
と
も
に
始
ま
っ
た

―
二
三
年
の
闘
い
の
意
味
を
政
治
面
か
ら
考
え
て
み
る
―

権
力
闘
争
激
化
は
必
至

伊
勢

太
郎

―
民
主
党
「
分
解
」
も
―

暗
く
な
る
ば
か
り
の
ア
メ
リ
カ

ポ
ー
ル
・
ク
ル
ー
グ
マ
ン

課
題
と
論
議

―
組
合
大
会
の
特
徴
（
三
）
―

新
風
を
呼
び
込
む
組
合
活
動

黒
崎

隆
雄

―
総
評
解
散
・
連
合
結
成
か
ら
二
〇
年
（
上
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
８

２
（

二
〇

一
〇

年
一

〇
月

一
五

日
）

◇
巻
頭
言
◇

被
害
・
危
険
に

恒
久
的
運
動
を
継
続

浅
野

太
三

―
｢
横
田
基
地
｣
と
対
峙
す
る
恒
常
的
団
体
め
ざ
し
｢
な
く
す
会
｣
設
立
―

「
仕
事
と
し
て
の
学
習
」

編
集
部

―
キ
ュ
ー
バ
の
「
合
理
化
」
―

科
学
的
社
会
主
義
〝
三
つ
の
任
務
〟

滝
野

忠

―
三
池
闘
争
五
〇
年
と
向
坂
教
室
の
根
本
―

課
題

そ
し
て
討
論

―
組
合
大
会
の
特
徴
（
四
）
―

ユ
ニ
オ
ン
運
動
の
形
成
と
発
展

黒
崎

隆
雄

―
総
評
解
散
・
連
合
結
成
か
ら
二
〇
年
（
下
）
―

「
民
主
は
綱
領
つ
く
れ
」

―
連
合
会
長
の
素
人
発
言
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

創
刊
三
十
三
周
年

原
稿

寄
せ
て

国
鉄
団
結
ま
つ
り

日
時

十
月
二
四

日
（

日
）

午
前
十

時
～
十
五

時

場
所

亀
戸

中
央

公
園
（

Ｂ
地

区
）
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№
１

０
８

３
（

二
〇

一
〇

年
一

一
月

一
日

）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
通
信
「
創
刊
」
の
頃

滝
野

忠

人
と
思
い
出

◇
資
料
『
社
会
通
信
』
創
刊
号
「
巻
頭
言
」
◇

創
刊
に
あ
た
っ
て

「
失
業
解
明
」
の
功
績
は
マ
ル
ク
ス
だ

―
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
の
虚
構
―

今
こ
そ
、
労
働
者
思
想
の
学
習
を
！

―
『
国
労
反
合
理
化
の
闘
い
に
寄
す
』
を
学
ぶ
―

こ
れ
か
ら
の
学
習
会
へ
の
想
い

新
た
な
地
区
労
運
動
の
創
造

そ
の
力
で
、
憲
法
を
生
活
に

宇
都
宮
地
区
労

―
第

回
全
国
地
区
労
交
流
会

徳
島
開
催
！
―

in

31

「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
か
ら
「
賃
金
シ
ェ
ア
」
？

大
企
業
は
政
府
・
国
家
に
協
力
要
請

―
強
ま
る
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

№
１

０
８

４
（

二
〇

一
〇

年
一

一
月

一
五

日
）

◇
巻
頭
言
◇

政
界
再
編

中
央
か
ら
地
方
へ

滝
野

忠

二
〇
一
一
年
統
一
地
方
選
の
意
義

「
時
は
金
な
り
」

伊
勢

太
郎

―
「
成
田
、
羽
田
」
戦
争
―

見
果
て
ぬ
夢
で
終
わ
ら
せ
な
い

花
井

吉
宅

―
『
通
信
』
三
十
三
周
年
に
寄
せ
て
―

マ
ス
コ
ミ
は
「
マ
ス
ゴ
ミ
」
へ

山
下

け
い
き

―
事
実
を
見
抜
く
力
を
研
ぎ
澄
ま
す
―

不
況
に
よ
り
貧
困
率
は
こ
の
一
五
年
間
で
最
高
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス

―
米
国
労
働
者
階
級
の
生
活
状
態
―

ど
う
な
る
郵
政
期
間
雇
用
社
員
の
正
社
員
化

川
越

克
巳

―
十
月
末
か
ら
い
よ
い
よ
合
格
通
知
―

「
日
本
年
金
機
構
に
秋
は
こ
な
い
」

国
際
情
勢
―
三
つ
の
包
囲
網

―
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ン
、
そ
し
て
人
民
元
―

◇
資
料

第
三
回
ね
ん
き
ん
機
構
労
組
大
会
「
委
員
長
あ
い
さ
つ
」

「
組
織
の
確
立
」
か
ら
「
運
動
の
確
立
」
へ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１

０
８

５
（

二
〇

一
〇

年
一

二
月

一
日

）

◇
巻
頭
言
◇

尼
崎
市
の
シ
ン
ボ
ル
労
働
福
祉
会
館
を
潰
さ
な
い
で

存
続
を
求
め
る
会

―
武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
の
訴
え
―

初
心
に
帰
っ
た
秋
晴
れ
の
一
日

森
勉

―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
三
池
争
議
と
向
坂
逸
郎
」
に
参
加
し
て
―

民
主
、
共
和
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
激
化

編
集
部

―
米
中
間
選
挙
の
結
果
と
ア
メ
リ
カ
政
治
―

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
･
ユ
ニ
オ
ン
全
国
交
流
集
会
（
霧
島
）
に
参
加
し
て

―
多
く
の
人
た
ち
の
話
を
聞
き
、
刺
激
―

「
第
二
次
中
期
賃
金
方
針
」

―
私
鉄
職
場
の
実
態
―

◇
資
料
１

私
鉄
新
聞
「
相
鉄
版
、
一
〇
年
九
月
三
〇
日
付

」

第
二
次
中
期
賃
金
方
針
―
委
員
長
あ
い
さ
つ

◇
資
料
２

「
京
和
（
京
成
労
組
機
関
紙
）
か
ら

」

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
開
業
で

さ
ら
な
る
不
安
が
・
・
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
見
直
し
！

二
週
間
ス
ト
ラ
イ
キ
打
ち
抜
く

―
ス
ク
ラ
ム
ユ
ニ
オ
ン
・
ひ
ろ
し
ま
「
高
陽
分
会
」
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１

０
８

６
（

二
〇

一
〇

年
一

二
月

一
五

日
）

◇
巻
頭
言
◇

国
鉄
分
割
民
営
化
、
社
会
保
険
庁
解
体
、
道
州
制

年
金
機
構
労
働
者

賃
金
減
少
の
上
い
く
組
合
闘
争
力
の
減
退

編
集
部

―
二
〇
一
一
年
春
闘
の
特
徴
―

世
界
経
済
混
乱
続
く

激
動
の
兆
し

橘
幸
英

英
国
の
浅
は
か
な
歳
出
削
減

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
社
説

教
育
改
革
で
、
窒
息
寸
前
の
学
校

高
田

功

国
家
、
そ
し
て
帝
国
主
義
の
時
代
と
自
由
主
義
―
編
集
部
だ
よ
り

こ
ん
な
学
習
会
や
っ
て
い
ま
す

―
第
二
十
六
次
労
働
大
学
峡
東
講
座
か
ら
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


